
First Reading, Second Reading の課題を示した

次のようなワークシートを教材として使用しまし

た。

【授業で使用したワークシート】

⑶　授業の実際

　実際の授業の中で，最も生徒の思考がアクティブ

な状態にあったのは，Second Reading の「個」と

「ペア」です。当然，「個」の時間には，教室全体が静

まりかえっていましたが，指先で文字を追いながら

必死で読もうとする生徒の姿が見られました。ま

た，タイマーが鳴り「もう少し時間がほしい人」と

たずねると，多くの生徒の手が一斉に挙がりました。

　一方，「ペア」の時間になると，「いくつ見つけた？」

「私３つしか見つからなかったの」「どこに書いてあ

る？」と話しはじめました。中には，「先生，本当に

４つもあるのですか？」と教師にたずねてくる生徒

もいるほど，生徒は必死に本文の内容を読み取ろう

としていました。なお，この発言に対しては，「４

つ目が見つからない人は，このスポーツで使う道具

について何か情報がないか探してごらん」とヒント

を与えました。

　最後に，全体の場では，課題に対する答えを確認

しながら，次のようなまとめを行いました。

○ ２段落目に出てくる５つの He は，全て京谷和幸

選手のことを指している。このことから，この段

落には一貫して車いすバスケットボールの選手

（京谷和幸選手）について書かれていることがわ

かる。

○ ３段落目の２つの They は，どちらも players を

指している。このことから，プレイヤーが「でき

ること」と「できないこと」，つまりルールについ

て書かれていることがわかる。

本文 語句

課題

1． はじめに

　教師をしていると，さまざまな先生方の授業を拝

見する機会があります。その中で，「すばらしい授

業だった！」「こんな授業がしてみたい！」と思う授

業には，ある共通点があります。それは，「生徒の

目が輝き，生徒が自ら積極的に学んでいる」という

ことです。私自身も，「教えたかったことをうまく

説明できた」という授業よりも，「生徒が自ら学ぼう

と目を輝かせていた」授業に対しての充実度の方が

はるかに高いという実感があります。

　このような，生徒の能動的な学びにフォーカスし

た教授・学習法が「アクティブ・ラーニング」です。

この言葉に出会ったとき，「私が考えていた良い授

業の正体はこれだったのか」とすぐに納得したのを

覚えています。

　本連載においては，私なりに試行錯誤しながら行っ

てきた「アクティブ・ラーニングを取り入れた授業」

の実践例を３回にわたって紹介したいと思います。

2．USE Read における実践

⑴　実践を行うきっかけ

　地区の研修会などがある際，英語教師同士でよく

話題になるのが「USE Read どうしてる？」という

ことです。

　私自身，「長文を見るだけで生徒がやる気をなく

す」「教室がしーんと静まりかえって，居心地が悪い」

「教えることがたくさんありすぎて時間がかかる」

「生徒の集中力が続かない」などの悩みを持っていま

した。

　そこで，「アクティブ・ラーニング」の考えを取

り入れることで，もっと楽しく，活動的に USE 

Read の授業を展開できないかと考え，この授業を

行うことにしました。
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⑵　授業のポイント

　今回紹介するのは，１年生 LESSON 7 の USE 

Read における実践です。ご存じの通り，NEW 

CROWN においては，LESSON 6 以前には USE 

Read は存在しません。GET で扱われる対話や 30

語程度の文を見慣れた生徒にとって，突然現れる

87 語の長文は，かなり衝撃的なものではないでしょ

うか。どこか 1 カ所でも躓
つまず

きを感じてしまえば，

たちまち読む意欲が薄れてしまいそうです。

　そこで，本実践においては，生徒の思考をアクティ

ブな状態に保つために，次のような工夫をすること

にしました。

　具体的には，①については，特に新出語句等の取

り扱いに注意しました。GET では，本文を読む前

に新出語句の意味や発音を確認し，フラッシュカー

ドを用いてくり返し練習させています。しかし，こ

こでは GET の約２倍の量の新出語句が扱われてお

り，また，their や own のように，語単体よりも文

脈の中での方が意味を理解しやすい語もあります。

そこで，「しっかり覚えられるまで練習させよう」と

欲張らず，意味と発音を確認する程度に留めること

にしました。なお，本文を読む際にはいつでも意味

を確認できるよう，ワークシートの右端に新出語句

とその意味をまとめて提示しました。

　次に，②については，「First Reading（個）」→

【生徒の思考をアクティブな状態に保つための工夫】

① 文の大切な部分などを正確に読み取ること

に力点を置き，その他を欲張らない。

② 生徒の思考を活性化させるような活動の流

れを工夫する。

③ ペア活動の視点を明確にもたせられるよう

な発問（課題）を工夫する。

「First Reading（ペア）」→「First Reading（全体）」

→「Second Reading（個）」→「Second Reading

（ペア）」→「Second Reading（全体）」という流れで

読み進めていくことを板書しながら示しました。こ

こで大切にしたのは，「個→ペア→全体」という流れ

です。「個→ペア」の流れを意識させると，ペア学習

に向けて，生徒個々が自分の意見をもつ必要性を感

じながら読み進めることができます。また，「ペア

→全体」の流れを意識させると，自分の考えや読み

方をペアで検証してから全体の活動に取り組める，

という安心感をもたせることができます。また，

First Reading では概要の把握を，Second Read-

ing では内容の理解を目的として読ませることで，

常に新鮮な気持ちで本文を読み返せるように工夫し

ました。

　③については，次の２つの課題を設定しました。

First Reading
○それぞれの段落には何について書かれている？
　１　レポートのテーマについて
　２　車いすバスケットボールの（　　）について
　３　車いすバスケットボールの（　　）について
　４　レポートのまとめ
Second Reading
○ Wheelchair basketballの特徴を４つ書こう！

　ポイントは，First Reading の課題を（　　）に

言葉を入れる形式にしたり，Second Reading の

課題に「４つ」という条件を示したりしたことです。

このような課題にすれば，「こっちの（　　）は何て

書いた？　どうしてそう思ったの？」とか，「特徴は

いくつ見つけた？　私は３つだけ。４つ目はどこに

書いてある？」といった生徒の疑問や質問がペア学

習の視点となり，活発に意見交換がなされると考え

ました。

　また，細部にこだわりすぎず，本文全体の大切な

部分やだいたいの内容をつかむための読み方に気付

けるよう工夫しました。例えば，このレポートでは

第２，第３段落が body となっており，それぞれの

テーマがリード文にはっきりと書かれています。こ

のような文章の構造に気づくことができれば，「細部

にこだわりすぎず，だいたいの内容をつかむ」読み

方を生徒が体験的に理解できると考えたからです。

　なお，本授業では，本文，新出語句とその意味，

生徒の目が輝く！
アクティブ・ラーニングの
考えを取り入れた授業
―USE Readにおける授業の工夫―
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○ どちらの段落も，最初の文（リード文）に段落の

テーマが示されている。

○  Wheelchair basketball では特別な車いすを使

用している。本文中には“He is in a special 

wheelchair.”と示されており，この is は「～に

いる」という存在を表す用法である。

　なお，これらのまとめは，「この He は誰のこと？」

というように生徒に問いかけながら行いました。生

徒からは答えが次々に返ってきて，「個」や「ペア」

での活動の中で，本文をくり返し読んでいた成果だ

と感じました。

⑷　本授業における工夫と生徒の思考の関係

　本授業における工夫と，生徒の思考の関係はおお

よそ次のようであったと考えます。

今日の単語難しいなぁ。こんなに

一気に覚えられないよ。

今日の単語はワークシートに意味

まで載っているので大丈夫！

なんだ，それなら安心だ！　がん

ばって読むぞ！

えー！　こんなに長い文章，私に

は読めないよ。

今日は，個人で読んだ後，ペアで

話し合いをしてもらいます。

ちゃんと話し合えるように，がん

ばって読まなくちゃ！

車いすバスケットボールの特徴を

「４つ」書きましょう。

４つ？３つじゃないのかな？

ペアで話し合ってください。

いくつ見つけた？　私はここにあ

る３つは見つけたんだけど…

【新出語句の導入場面】

【活動の流れを確認する場面】

【「個」から「ペア」の活動に移行する場面】

このようにまとめてみると，生徒の思考をアクティ

ブな状態に保つためには，明確な見通しをもつこと

が大切であることが分かります。つまり，「自分に

もできそうだ」「次にこれをするから，まずこれをし

なければ」「自分一人ではわからないから，ここを相

手に聞いてみよう」といった見通しをもたせるよう

工夫することで，生徒の目が輝く Reading の授業

を行うことができるということです。そのため，授

業を計画する際には，授業の各場面で生徒にどのよ

うな見通しをもたせるか，ということを常に意識す

る必要があると考えます。

⑸　今後の課題

　今回の授業については，上に示したように，生徒

の思考をアクティブな状態に保つことに，ある程度

成功したのではないかと考えています。しかし，課

題もあります。それは，教室内で使用する英語を

もっと増やすべきだ，ということです。生徒の実態

を考えると，どうしても日本語で話す場面が増えて

しまいました。しかし，今後は読んだことをもとに，

さらに英語でコミュニケーションを図らせることも

可能になるよう，授業を改善していきたいと考えて

います。

3．おわりに

　USE Read をアクティブに行うには，Con-

tent-Based であることが前提条件だと私自身は考

えています。NEW CROWN の USE Read は，

語数が多く，難しいという意見をよく耳にしますが，

一方で，内容的には非常に興味深いテーマであり，

読 み が い が あ る の が 特 徴 で す。 つ ま り，Con-

tent-Basedの授業や，ここに示したようなアクティ

ブ・ラーニングの考えを取り入れた授業を行うには

もってこいの教材だと言えるのではないでしょう

か。生徒の思考をアクティブに保つための工夫をち

りばめながら，生徒の目が輝く USE Read の授業

を，今後も研究していきたいと思います。

　さて，次回は，アクティブ・ラーニングを取り入

れた授業を成功させるために必要な，英語授業のし

つけや，GET における言語活動の工夫について紹

介します。
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1．はじめに

　海
かい

田
た

町は広島市に隣接する自然に恵まれた町で，

4 つの小学校と 2 つの中学校があります。海田町の

小学校では平成 23 年度以前には，学級担任と ALT

のティーム・ティーチング（TT）で，第 1 学年から

第 6 学年まで年に数回の外国語（英語）活動を実施

してきました。しかしながら，実施時数や指導内容

は学校間で大きなばらつきがある状態でした。平成

23 年度以降は，低・中学年は従来の体制を維持し

つつ，高学年では JALT（日本人専科指導員，1 名）

が 4 小学校すべての外国語活動に T2 として入り，

学級担任との TT 体制を整えてきました。

　海田町では，平成 25 年度までの実践をふり返り，

そこに見られた課題解決を目指すべく，平成 26 年

度より新たな取り組みを行っています。その新たな

取り組みの代表的なものが高学年でのモジュール授

業の導入です。本稿では，平成 26 年度より始まっ

た海田町 4 小学校全体でのモジュールの取り組み

についてご紹介します。

2．モジュール導入の背景

⑴ 児童の自己評価から見えた課題

　平成 25 年度終了時点で外国語活動の評価の 3 観

点に対する児童の自信の自己評価を調査したとこ

ろ，表 1 の結果を得ました（調査対象第 5 学年）。「慣

れ親しみ」への肯定的評価が他の 2 観点より低いこ

とが課題として見えてきました。

表 1　平成 25 年度終了時点の児童の自己評価
肯定的評価をした児童（％）

第 5 学年
コミュ 87.1

慣れ親しみ 71.8
気付き 84.4

　※コミュ：コミュニケーションへの関心・意欲・態度
　　慣れ親しみ：外国語への慣れ親しみ
　　気付き：言語や文化に関する気付き

⑵ 授業研究から見えた課題

　授業研究を繰り返す中で，授業中に使用する英語

の少なさがしばしば指摘されました。特に，日本語

での話し合いや，ふり返りの時間が長いことへの指

摘がなされました。例えば，劇を行うときに，セリ

フを考えたり，話し方を考えたりなど，日本語を使っ

て行う時間が長く，児童が英語を活用する時間が短

い状況が見られ，英語を使用する，英語に触れる時

間の短さが課題として挙がりました。

　外国語への慣れ親しみへの自信が低い状況と，授

業における英語の使用量の少なさの両方を打開する

方策として，英語に触れる頻度を増やすことが考え

られましたが，年間 35 時間の外国語活動の時数を

増やすことはできない状況でした。

松 宮 奈 賀 子 　 M a t s u m i y a  N a g a k o

（広島大学大学院教育学研究科）

清 水 由 美 子 　 S h i m i z u  Yu m i k o

（広島県安芸郡海田町立海田小学校）

英語表現に触れる頻度を
高めるカリキュラム
―モジュール導入　その１
　カリキュラムと環境整備
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